
関望書毒

一
小
串
由
な
人
に
瞳
か
い
草
長
刀
危
険
ι
奇
ま
た
、
あ
る
日
、
安
Mm

「
福
祉
」
と
い
う
ζ

と
は
が
盛
ん
ね
点
に
は
摂
下
初
白
只
ロ

1
F式
横
街
地
て
い
ま
す
。
定
室
、
職
能
活
復
訓
涙
;
与
志
ど
が
設
け

九
月
一
一
一
十
告
の
沼
曜
日
ぶ
誉
会
寸
わ
た
く
ど
乞
主
義
い
ま
す
。
使
わ
れ
る
す
よ
フ
に
な
め
ま
し
ゃ
」
。
下
道
一
炉
設
け
ら
れ
芋
ど
~
総
品
品
墾
セ
ン
タ
i
鰭
設
ち
れ
る
ほ
か
、
雲
監
施
設
を
経
営
す
る
か
担
、

校

警

官

ス

ポ

l
y式
会

必

邸

主

て

老

い

昔

、

病

ま

い

に

事

霊

長

著

よ

れ

ば

5

5塚
宣

言

望

書

3
4
5口霊
安

た

め

重

量

言

註

さ

れ

を

す

る

た

め

、

警

筆

頭

に

れ
ま
ど
」
む
さ
れ
た
白
、
授
た
あ
っ
て
主
小
っ
た
わ
い
」
吋
し
あ
わ
せ
同
ま
た
「
一
機
廷
す
な
ど
に
は
点
字
ブ
ロ
y
ク
が
致
か
品
川
工
主
1
」
の
建
設
も
愛
章
ま
す
。
民
地
サ
癌
祉
の
た
め
に
は
、
民
佳
、
児
蜜
者
福
祉
モ
デ
ル
都
市
金
設
け

あ
い
に
く
の
議
で
お
き
ろ
か
ら
と
て
、
心
身
祭
富
夫
た
ち
が
言
語
潔
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
す
し
、
市
街
々
襲
安
定
所
、
場
所
は
郵
露
北
側
否
、
地
下
一
階
語
、
職
業
署
名
種
相
談
、
撃
と
て
来
年
度
二
十
五
白
書

に
な
っ
て
主
い
ま
γ
ど
た
が
円
、
お
と
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
わ
D
に
お
お
ぜ
い
モ
れ
が
さ
宝
態
ま
れ
な
い
人
た
ち
警
察
笥
見
荷
台
居
育
館
、
市
民
セ
ン
池
上
三
撃
で
、
ヱ
費
露
需
主
い
乙
い
の
雪
震
レ
子
。
す
。
神
糸
川
県
で
は
平
慈
巾
が

よ
D
た
ち
は
め
悶
も
な
ん
の
そ
の
、
い
ま
す
。
の
た
め
に
し
あ
わ
せ
を
」
と
い
っ
た
総
点
ー
な
ど
に
は
、
点
字
ゲ
ロ
シ
ク
や
車
け
、
昭
和
去
十
年
者
白
完
成
を
予
定
し
ヂ
の
ほ
か
、
身
障
者
い
乙
い
家
、
翠
抱
定
が
場
合
d
れ
ま
す
。

か
っ
た
短
距
あ
を
よ
ろ
め
く
足
人
の
示
自
由
」
は
な
か
な
か
嚢
昧
に
多
会
わ
れ
て
い
る
よ
吉
で
す
。
ぃ
高
ス
ロ
l
げ

が

設

燈

じ

で

あ

り

、

て

い

ま

え

仕

活

動

室

、

喜

美

震

卓

司

書

モ

デ

ル

都

市

に

は

閣

議

、

引

組
合
つ
え
雲
切
ら
せ
な
が
ら
喜
喜
々
自
分
が
そ
一
う
な
っ
て
訪
平
塚
市
は
、
農
産
の
福
祉
書
室
す
ぎ
し
た
管
ん
に
は
、
金
需
セ
ン
マ
は
、
実
語
、
心
苦
笑
図
書
繁
華
講
要
点
金
が
支
給
さ
れ
る
霊
で
一

4

3
5一

け
ま
わ
っ
手
ま
め
で
、
私
立
、
震
や
皇
室
長
約
と
す
る
ま
ち
で
?
〈
に
平
塚
に
盟
主
君
主
国
会
員
雪
量
号
、
母
子
福
祉

5
2
2
4ど

が
詰
苦
ぞ
い
ま
す
の
言
受
た
お
た
め
の

一

/

た

さ

が

南

町

に

し

女

子

。

は

、

以

前

か

ら

医

学

校

、

ろ

う

学

校

が

時

制

し

て

い

ま

fG

し
FJ総
合
的
な
福
祉
推
進
の
た
め
の
拠
と
白
総
合
福
祉
セ
ン
虫
ー
が
、
平
家
い
環
境
づ
く
一
の
侭
巡
の
一
勧
に
あ
、

心
吉
田
援
に
雪
ゃ
れ
た
わ
を
し
あ
っ
て
、
か
ら
話
不
自
由
な
人
が
長
そ
の
ほ
か
、
ぉ

5ふ
り
や
山
露
点
と
な
る
も
の
で
す
c

市
町
喜
四
拠
点
と
し
一
五
用
さ
れ
、
デ
ル
都
市
の
指
定
を
受
け
た
い
と
間

d
rは
、
入
館
、
諮
心
も
品
子
た
ち
は
、
一
吉
田
交
に
、
そ
れ
以
上
ぐ
集
ま
っ
た
と
ζ
ろ
か
ら
ぷ
わ
ゆ
る
婁
に
対
す
る
家
庭
奉
行
員
(
ホ
ー
ム
セ
ン
主
ー
に
は
、
老
会
社
の
た
め
市
民
の
お
伎
に
立
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

っ
て
ま
い
D
ま
す
。
の
木
自
由
を
か
泣
な
い
よ
之
暖
か
い
福
枝
の
設
備
立
ど

7
7ん
だ
ま
ち
で
へ
ん
パ
I
〉
も
現
在
の
五
若
か
長
八
名
に
機
能
組
揮
訓
練
室
、
健
康
科
談
室
、
ま
ず
。
い
ず
れ
に
し
て
も
平
援
問
は
、
帆

M

病
ま
い
H

は
ー
い
っ
や
っ
て
〈
る
手
老
若
し
む
べ
な
け
れ
ば
な
P

り

な

い

と

ナ

。

に

摺

出

同

す

べ

く

い

ま

葬

訟

背

中

宮

70
老
人
議
議
研
修
生
、
読
欝
コ
ー
ナ
ー
や
身
障
者
福
祉
毛
デ
ル
都
市
福
祉
セ
ン
虫
1
の
通
語
、
身
障
者
品

い円
J

も
A
品

開

の

患

い

ま

ナ

。

官

司

会

手

校

付

近

句

史

差

一

H
に
は
ね
た
き
白
老
人
の
入
裕
、
ひ
と
D
暮
浴
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
心
身
障
答
者
身
障
者
白
稽
祉
に
つ
い
て
一
般
住
百
円
モ
デ
ん
都
市
の
指
定
者
絹
博
文
努

議
祉
一
斑
離
の
す
す
ん
ざ
軍
事
事
品
開
の
量
議
吉
一
気
迫
分
室
争
レ
実
自
給
金
叫
ど
も
い
ま
副
乱
闘
し
担
問
一
祉
の
た
め
に
身
障
判
定
考
精
一
帯
…
刊
の
翠
解
宇
探
め
べ
家
庭
に
と
じ
こ
一
昔
前
平
塚
砕
活
き
し
で
す
す
ま
す
。



り

た

い

。

化

航

手

ぞ

主

っ

た

も

む

で

あ

当
翠
容
院
に
パ
ー
マ
液
る
っ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
白
ょ
っ

打
倒
語
…
の
名
聴
を
問
い
合
わ
せ
た
な
場
合
は
T
ぐ
に
ニ
相
棋
を
つ
け
て
水

市
内
の
き
容
院
で
パ
!
と
こ
λ
ー
コ
ー
ル
ド
パ
ー
マ
白
一
一
一
浴
洗
い
し
た
な
ら
脱
色
し
な
か
っ
た
で

マ
9
-か

し

よ

う

。

な

お

、

け
た
一
時
1

紫

色

む

ぺ

j
マ

議

ど

建

立

と

め

他

に

顔

な

ど

ポ
ロ
セ
活
設

J

、

J
d
w
f
i
i

の
壊
に
吋
着
し

が

ぬ

れ

た

感

じ

が

美

容

部

さ

ん

適

拐

な

処

震

を

た

揚

言

、

翠

し

た

が

そ

の

ま

ま

な

ど

多

起

こ

一

T
C

に
し
て
お
き
「
数
行
後
経
~
く
を
し
式
と
の
ζ

と
で
レ
~
ー
と
も
あ
る
の
で
一
禁
容
部
の
方
の
適
切

豆
躍
的
し
た
と

ζ
q
負
色
が
般
活
一
一
浴
式
パ
ー
マ
液
は
一
液
が
験
記
な
処
濯
が
望
ま
れ
ま
す
。

じ
て
自
〈
な
っ
て
し
す
い
誉
h
れ
な
剤
で
語
担
、
一
一
一
液
が
選
見
剤
な
の
で
〈
平
樺
捕
輔
貫
生
器
セ
ン
タ
i
v

い
だ
ー
と

p
uて
乙
手
な
っ
た
か
知
と
の
場
合
一
液
が
つ
い

τ品開
色
が
験

値一邑

マ
。
九
月
十
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
市
議
会
定
閉
会
は
1

最
終
汀
の
二
十
八
日
に
提
出
さ
れ
た
追
加
ム

マ
争
議
案
も
合
時
、
住
み
よ
い
環
説
の
篠
田
町
に
関
す
る
審
議
議
条
例
や
補
症
予
算
な
ど
可
ヤ
九
議
ム

マ
案
が
等
議
事
れ
可
決
さ
i

一
絵
%
と
れ
ら
の
う
ち
主
な
も
白
は
つ
ぎ
の
と
ね
え

a

ム

こ
れ
に
対
す
る
事
衆
議
川
は
一



一
米
政
利
述
、
平
野
勝
一
一
、
商
高
新
人
郎

一
続
時
伊
勢
汗
ば

一
マ
馬
入
工
一
込
山
作
山
説
、
品
部
針
作
、

一
杉
山
庄
和
、
鈴
点
制
口
産
、
武
井
市
次
、

一
水
松
山
叫
、
月
九
日
久
謀
、
安
藤
ん
閥
、
絞

1
1
加
は
凶
作
用
高
議
《
空
間
の
改
選
一
目
U
次
郎

h

山
刀
抗
日
付
で
行
な
わ
γ

れ

rt

一い
vrペ
れ
山
(
j
J
M
一
小
子
町
訳
、
問
中
利

改
辺
さ
れ
た
宅
一
日
は
山
一
三
一
日
間
以
一
町
、
仏
昨
日
川
虫
、
ぬ
川
斡
眠
、
即
日
刊
利

①

警

者

の

重

量

(

食

事

、

詳

二

霊

謀

、

荷

主

閣

議

諜

、

保

護

一

芸

一

室

口

署

長

再

缶

、

竹

主

主

童

公

認

主

主

一

一

、

立

挙

協

同

号

令

γ長
一
り
、
新
た
に
お
号
付
金
新
室
長
に

軍
占
、
話
、
精
華
)
の
升
一
契
福
祉
説
、
建
謀
、
環
審
議
一
弁
務
相
(
学
識
経
験
者
主
義
械
工
に
つ
い
て
重
さ
お
い
す
る
こ
と
に
主
主
室
、
雪
印
事
魚
市
場
・

2
一

喜

怒

号

、

幸

吉

宗

室

⑦

隅

陣

営

者

の

裏

議

室

に

一

器

財

閥

生

訳

、

森

喜

作

業

場

、

企

業

(

笠

宮

技

器

禁

長

)

、

一

三

一

八

イ

ミ

ー

山

政

川

一

日

川

正

晶

玉

に

問

喜

民

が

さ

れ

た

一

一
路
代
総
信
頼
胸
部
長
持
比
比
)
、
米
門
土
地
区
間
一
奈
川
戸
発
議
己
一
マ
ハ
品
開
ハ
ヂ
ぱ
け
い
H
一
行
、
問
中
和
一

wv掛
川
合
同
番
目
開
会
・
括
経
長
官
野
口
袋
一

U

実
一
山
雲
南
署
部
長
再
任
)
可
米
芸
品
ア
ぽ
立
山
良
中
九
時
小
L
時
一
久
、
自
警
…
郎
、
石
川
葉
、
長
一
会
片
一
長
職
務
員
一
昌
塙
川
酪
一
三

王

山

武

男

〈

市

都

市

建

襲

警

)

治

1tm竺
、
柏
木
会
三
喜
一
山
内
丸
一
時
~
一
一
口
、
↑
一
美
子
守
議
言
、
民
一
雲
氏
誠
実
松
永
昇
一
一
一
書
長
一

い
干
一
渡
辺
貞
二
営
関
経
説
者
平
塚
保
山
阿
波

e

松平
h
f

龍

一

弘

、

升

水

万

錦

、

石

川

政

…

純

一

藤

一

一

、

げ

い

代

勝

加

藤

文

八

一

φ
市
部
長
経
誌
・
税
務
部
長

E
一

長

持

色

弱

口

刈

末

、

大

口

丘

一

半

、

小

口

勺

山

口

一

、

一

帯

広

山

平

岳

民

会

・

番

目

同

長

問

問

印

刷

。

一

(

葬

A

事
務
所
氾
首
謀
長
〉

市
長
磁
軍
築
「
市
長
む
ベ
ン
忠
一

は
ほ
と
ん
尺
配
布
ず
み
と
な
っ
た

今
日
ま
で
た
く
さ
ん
の
礼
状
を
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
東
京
に
お
何
ま
い

の
私
の
設
王
子
、
平
山
〈
山
川
町
九
時
山
)

浦
子
さ
ん
か
ら
、
つ
Fめ
よ
(
之
比
川

按
の
時
認
を
寄
せ
、
わ
れ
た
ら

「
乙
の
た
び
ほ
先
去
の
p
r
A
H
市

長
の
ベ
ン

mu
を
あ
U
が
と
う
む

ざ
い
ま
す
。
お
礼
は
ま
干
抗
来
世

て
治
い
て
か
ら
と
「
問
中
込
特
設
い

た
し
ま
し
介
、

苦
心
先
竺
山
川
ム
つ
は
市
長
様
ー
ιし

て
明
批
判
加
的
町
応
づ
〈
り
に
御
苦

労
滋
ば
背
広
れ
て
い
る
さ
ま
在
、
古

の
数
ヌJ
4
J

、
ま
た
音
れ
ん
で
い
た

者
と
し
て
、
心
か
ら
待
。
と
し
5

れ
し
〈
ぼ
じ
ま
す
。

都
市
づ
く
っ
日
午
前
面
や
杖
λ

日

記
と
あ
ら
ゆ
一
ゐ
方
面
に
わ
た
り
、

歪
に
大
廷
で
と
さ
い
ま
一
ゐ
。

た
だ
の
主
掃
に
過
宮
な
い
私
も
い

ろ
い
λ
岳山

J
1芦
そ
ら
れ
ま
す
。
ギ

ャ
ン
ブ
ん
に
つ
い
ず
¥

か
ら
と
止
め
て
し
ま
ぺ
て
や
~
ど
う

な
る
も
の
で
ち
な
い
。
一
払
に
R
分

か
止
さ
一
で
な
い
の
で
防
止
行
成
と

考
え

τい
ま
し
た
よ
ぺ
堤
防
え
し

ん
で
い
る
ふ
立
は
殺
し
み
市
一
ど
わ

れ
て
何
処
に
一
行
け
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
。
八
五
一
と
し
て
よ
く

ιち
し
、

皆
か
安
心
し
て
返
べ
る
均
に
す
る

ζ
と
こ
そ
大
摂
の
た
め
で
む
ざ
い

ま
す
ね

M

公
の
千
問
問
射
が
自
然
公
開
山
川
市

平
に
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
一
度

行
っ
て
比
一
た
い
色
白
で
す
。
北
日
、

よ
〈
人
が
く
み
と
案
内
し
て
手
民

致
か
ら
反
問
山
の
方
ま
で
品
川
い
た

も
の
で
ど
ん
。

セ
化
己
ン
h
M
i
建
設
立
志
子

図
書
館
が
完
成
さ
れ
た
白
、
本
如

、
ー
の
人
ケ
育
て
る
こ
と
が
昨
却
し
ふ

で
す
れ
u

駅
前
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
}

昨
に
一
度
く
ら
い
行
く
平
岐
に

ザ7臼←

い
っ
ち
問
主
ま
fo
ヒ
タ
去
っ
U

も
一
度
は
兄
た
い
も
の
主
百
じ
ま

す。
さ
で
H
給
も
ら
い
市
長
d

と一口

わ
れ
刊
一
は
f、
正
習
に
は
何

ωあ
る

方
か
ら
絞
を
お
も
ら
い
に
な
る
と

か
、
向
と
す
が
す
が
じ
い
お
お
し

で
す
と
と

ω

前
に
討
詩
主
に
な

υ

ま
し
た
内
海
副
似
か
ら
お
も
ら
い

に
な
ら
れ
た
H

右
だ
た
み
M
M

ぞ
克

た
こ
と
が
と
さ
い
ま
す
が
、
だ
ん

だ
ん

vw刊
な
絵
が
発
ま
っ
ザ
ム
結
構

な
こ
と
で
す
ね
。
私
む
一
一
斗
「
人
十
削
岩

い
民
よ
く
か
い
て
い
卓
や
し
た
が
中

町
し
、
近
年
、
主
F
A畑
幸
村
レ
手
レ

わ
/Le

近
凶
は
此
ハ
止
に
ヲ
い
て
お

υ

今
年
は
日
本
水
彩
一
向
肢
に

w長
谷

d
fの
牡
丹
H

が
入
遣
い
た
し
ま
)
レ

ι~
。
執
念
の
ボ
タ
ン
で
昨
年
は
落

湿

k
今
年
一
主
主
抗
告
に
行
主

ど
う
や
ら
入
り
ま
し
た
。
絵
の
お

ま
ど
一
ず
み
私
は
足
以
立
今
年
は

込
什
動
を
と
幻
秋
枠
守
な
ど
訪

γ
(6) 

れ
ま
し
た
。
体
で
す
一
切
で
、
特
に
御
白
震
な
さ
(
世
型
一
一
行
弓
)

私
い
取
り
寸
一
て
で
作
法
な
ち
の
い
ま
せ
。
ま
ず
は
仰
礼
ま
で
」
小
川
、
感
能
日
γ
H
L
ヘL
Dぷ
H
〈
伊
倉

山
じ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
よ
か
必
む
×
×
市
注
目
)
無
所
お
じ
作
品
は
「
鏡
の

と
と
た
げ
は
よ
た
に
刻
主
で
、
何
八
汀
ニ
ナ
一
一
一
け
に
柄
引
フ
ク
ス
ケ
印
刷
の
ア
P
ス
1
」
(
変
却
問
。
む
〉

か
し
ら
一
J

叫
ん
で
お
り
ま
す
。
弘
も
も
ダ
通
い
与
に
河
川
尚
家
八
名
の
方
か
ら
九
月
七
日
に
高
山
、
青
木
同
氏
以

一
一
町
一
一
女
句
評
柄
引
」
涼
し
て
、
今
市
に
自
作
の
給
路
ぞ
符
嬰
ら
れ
た
む
外
の
五
名
の
先
生
方
か
央
庁
吉
会
ι

十
「
一
人
主
一
人
に
な
D
断
〈
気
蒸
ね
で
、

ζ
ζ
に
軍
民
の
み
な
式
完
に
と
の
で
一
足
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
い

な
し
に
日
め
む
よ
ー
コ
に
な
り
手
レ
披
露
し
て
踏
謝
の
密
を
表
し
た
い
。
ろ
い
円
以
松
の
訴
に
花
が
咲
い

τ、
議

た
。
先
生
む
市
一
日
み
に
な
り
手
レ
高
山
正
一
ニ
(
抑
制
浜
市
在
住
〉
光
鰐
し
い
ひ
と
と
き
を
過
と
す
と
と
が
で

た
ρ
挽
と
い
う
ん
M
M
ば
、
読
ん
で
会
委
員
。
作
品
は
「
鐙
」
(
一

0
0
き
た
。

か
ら
、
い
U
下
t
ぃ
rhの
民

間

私

見

ま

勾

)

ま

六

八

月

二

十

七

日

に

は

、

部

制

制

し
た
ー
ま
だ
ま
が
人
読
む
べ
き
本
は
青
木
勝
(
横
れ
市
淀
比
)
光
陽
単
語
家
の
水
越
努
対
〈
ぼ
う
そ
ん
)

無
限
で
楽
し
品
で
な
さ
い
ま
す
。
会
委
員

b

作
品
は
や
蕗
姿
展
出
品
作
氏
か
ら
「
暫
」
〈
れ
ん
落
ち
〉
の
寄

市
い
た
む
7
Y
A

の
暗
部
と
し
て
ほ
の
ヨ
ィ

:γ
情
景
」
(
一

O
一
「
ば
勺
〉
贈
ぞ
受
け
た
。
間
民
は
罷
星
合
同

ことしも赤い羽擦の令共問算金i霊童恥カマ

舗法った。重耳目JV1:親子づれの小さな子

どちに赤い王国援をつける市長

的
外
れ
の
と
り
と
め
な
い
ζ
と
費
水
島
茂
市
内
土
屋
出
身
三
昨
人
、
毎
日
前
橋
展
審
資
員
て
茅
ヶ
崎

き
ま
し
て
印
し
わ
け
己
ざ
い
ま
せ
年
八
月
と
逝
(
せ
い
〉
去
。
無
所
属
市
に
在
佐
。
九
月
十
一
一
一
日
に
来
斤
さ

ん
。
で
も
今
住
ん
5
い
急
対
区
芝
退
陣
の
「
作
品
1
二

五

O
号
〉
れ
て
、
私
と
長
食
た
と
為
に
懇
談
し

の
ζ
と
よ

υ、
平
塚
の
こ
と
の
万
全
何
日
夫
(
山
原
上
楕
在
住
)
行
え
「
新
レ
い
時
代
時
党
と
間
性
か

が
よ
三
分
っ
た
む
で
は
な
い
か
し
動
唱
術
協
会
会
得
作
品
以
打
動
鼠
お
ん
止
ま
「
れ
あ
文
字
の
造
形
芸
一
の
表
潟

、b
G

出
目
的
作
「
改
ひ
議
」
(
一

O
U
3
が
前
新
書
官
埴
」
と
誌
ら
れ
た
が
、
作

私
た
も
は
平
山
慌
に
移
っ
て
す
ぐ
鶴
田
猛
(
茅
ケ
崎
市
在
住
〉
一
品
?
前
に
し
て
の
お
移
レ
に
は
感
銘

大
町
民
何
人
に
あ
い
、
戦
災
で
何
も
か
協
会
会
弓
笹
山
は
一
翼
出
品
作
を
品
開
く
主
~
作
品
ほ
支
援
内
襲

も
続
け
、
慎
し
い
わ
が
設
は
見
も
の
「
機
燦
車
」
〈
一

C
C号
〉
白
出
品
作
で
あ
る
。

知
ら
ぬ
人
の
も
の
と
な
担
、
た
だ
田
口
雅
臼
(
藤
沢
市
在
住
)
無
所
数
全
く
白
受
贈
作
品
は
畿
な
ど
盤

思
い
出
に
生
き
て
い
る
私
で
寸
か
露
。
作
品
は
{
情
安
江
戸
タ
紋
一
八
百
一
へ
市
立
密
欝
館
の
壁
萄
に
展
戦
レ

そ
の
平
塚
が
発
展
す
ゐ
古
差
は
何
墜
お
七
」
(
一
一
…

Q
ぎ

た

の

で

、

来

館

の

ふ

な

さ

ん

、

ぜ

ひ

ょ
D
も
っ
五
し
コ
む
さ
い
ま
す
。
警
致
問
口
雅
己
茂
夫
へ
円
し
援
持
ね
が
い
た
い
と
お
も
フ
。

犬
同
守
党
憾
な
さ
い
ま
し
た
お
無
所
開
で
作
品
は
「
星
の
ま
つ
り
」
(
昭
和
四
八
・
一

O
也
一
)

-10月相和見遣を考える一

午前の書官毎月第1木縫臼 10昇寺山分日12持
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る

。

白

む

一

日

野

中

学

校

大

口

・

沼

署

野

県

本
町
度
は
、
次
の
受
話
涼
に
設
擾
道
「
江
雨
高
校
前

さ
れ
毛
ヤ
定
だ
が
、
乙
白
か
所
は
交
平
塚
市
内
で
白
交
通
事
故
は
屯
乙

逓
上
冠
険
な
と
ζ
ろ
な
の
市
、
信
号
の
一
月
か
ら
九
月
ま
で
で
七
百
十
一
一

機
の
で
き
る
ま
交
誼
努
注
漉
し
て
遂
件
発
生
し
て
お
D
、
死
者
は
十
九
名

行
し
で
M
V
た
だ
き
た
い
。
魚
揮
者
は
七
百
十
凶
名
に
な
っ
て
い

ヤ
信
号
機
の
設
援
予
定
か
所
品
。

受

海

の

流

託

老

己

れ

は

作

品

仲

間

円

濁

に

か

つ

安

全

期

と

〈

ら

べ

て

、

に

流

す

た

め

、

現

ほ

ほ

問

じ

だ

が

、

在

平

塚

市

内

に

は

こ

れ

か

ら

秋

白

行

六

十

七

慈

の

信

号

議

期

を

ひ

か

一

へ

機
が
説
髭
吉
れ
て
い
φ
。
己
の
台
車J

・
同
法
一
号
綜
一
一
一
井
組
行
前
、
間
関
交
遥
一
事
故
が
増
え
る
舟
れ
か
あ
る
。

織
は
、
公
安
委
員
会
が
投
函
す
る
も
治
生
命
前
・
同
道
一
二
会
議
八
一
人
一
人
が
認
し
い
交
通
ん
1
ん

の
で
、
欝
世
間
か
ら
公
安
委
員
会
へ
の
幡
鼠
凶
相
応
制
・
開
法
一
一
一
一
邸
時
線
を
守
立
夜
通
事
故
の
被
持
者
、
加

上
田
叩
に
よ
っ
文
必
安
定
所
に
設
営
?
八
一
間
通

p人
口
、
花
木
レ
ス
ト
ハ
需
唱
と
な
ら
な
い
よ
コ
住
忌
し
て
ほ

さ
れ
る
問
、
と
由
設
置
に
は
、
膨
大
ロ
ス
中
国
翌
二
古
豪
港
第
し
い
。

な
経
費
在
一
番
と
す
る
の
明
、
喜
一
童
書
・
室
市
議
事
録
鱒

震
に
応
じ
て
膿
次
設
け
ら
れ
で
い
:
中
演
す
蜜
突
拍
車
点
ゐ
県
議
江
白
鶴

<>1官祭民君主<>湾局手数料く〉盟主主蓄電波裁く〉嵐氏健康保険主語
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秋
+
」
げ
な
わ
由
日
曜
弓
朝

hrり
花

火
が
打
ち
上
す
ら
れ
、
ど
ζ
も
か
し
に

主
務
今
と
は
い
っ
て
曳
小
学
生

全
中
学
空
ば
か
り
で
は
あ
れ
ジ
ま
せ
ん
1

こ
と
し
で
一
一
回
一
宮
笠
通
え
た
長
γ
八ズ

ポ

l
y大
会
が
、
背
一
二
十
弓
崇
善

小
学
校
校
庭
で
』
め
れ
ま
し
十
、
市
内

一
一
七
町
長
γ
八
ク
ラ
ブ
か
ら
集
ま
っ
た

お
年
よ
り
は
、
平
均
埠
齢
七
十
歳
回
総

響
十
一
寄
名
あ
ま
え
司
む
令
部
出
闘

に
間
同
じ
、
品
。
り
が
ち
な
お
年
よ
り
仁
、

静"'<白、ゆ 9 く哲 "0 ポーんを強くけるとi患いっせませゐω 企しずつ、島わてずIC;:

ス
ポ
ー
ツ
を
角
地
し
む
こ
と
に
よ
っ
ず
い
も

大
い
な
る
老
人
パ
ヲ
ー
を
発
昂
し
て
い

た
だ
乙
う
と
い
う
も
の
。

間
出
血
町
劉
り
か
ら
佼
幾
ゲ
ー
ム
ま
で
、

競
授
は
百
八
組
問
。
な
か
で
ゆ
刷
、
炭
坑
節

や
七
夕
昔
品
院
の
民
謡
踊
り
に
は
、
講
話

笑
み
を
た
た
え
な
が
ら
の
大
熱
埼
か

た
わ
ら
の
お
年
よ
D
も
、
問
答
細
め
、

捻
子
を
と
一
。
な
が
ら
の
離
戦
。

為
月
白
笠
に
1

開
制
る
い
老
人
的
教
声

が
舞
い
上
が
る
執
昭
一
釘
で
上
~

マ
け
い
こ
う
向
や
す
1
ク
一
ブ
イ
y

で
電
球
の
口
金
が
ら
約
十
句
付
近

か
黒
ず
ん
で
さ
与
ι
ら
薄
命
で
ナ
。

早
め
に
取
り
替
支
え
芋
レ
ょ
う
。

マ
電
球
や
照
明
器
百
円
が
汚
れ
て
い

る
と
窃
か
る
虫
倍
、
二
部
か
ら
↓
一
一

八
説
替
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
苧
割
謀
反
盤
ト
し
ま
す
。
い
つ
も
吉

一
河
の
捌
か
り
は
じ
ゅ
主
ぷ
ん
に
ι

れ
い
に
し
て
お
き
寺
子
J

主フ。

人
の
い
な
い
部
屋
の
羽
か
わ
J

ゃ
、
マ
門
灯
や
外
幻
に
は
自
動
点
滅
山
百

四
日
て
い
な
い
一
ア
レ
ピ
は
一
一
手
ま
め
に
を
つ
け
と
手
レ
よ
え
拘
し
L

品
れ
は

消
し
ま
し
ょ

i
v

謹
討
の
之
さ
十
げ
で
な
〈
一
篭

マ
け
い
と
う
灯
は
白
熱
幻
の
一
一
一
倍
日
な
ど
の
芳
命
bzhめ
ま
す
υ

電

の
悶
か
吾
、
乙
で
す
c

町
長
娠
の
気
む
こ
と
な
ら
荷
ん
で
も
次
の
東

明
か
り
に
は
け
い
ζ
つ
打
玄
勤
回
南
京
壊
力
に
む
相
談
ぐ
汗
さ
い
。

的
人
使
い
ま
し
ょ
ヨ
0

・
平
怒
副
業
所
平
塚
市
見
附
町

マ
ス
虫
ン
ド
の
開
明
か
り
は
け
い
こ
一
ijj
ム
五
〈
亀
謡

ma}丸
一
一
一
〉

う
一
灯
で
十
五
タ
ク
ト
、
白
熱
灯
で
・
茅
ケ
崎
ず
1
ピ
ス
ス
テ
ー
ジ
ョ

穴
十
ヲ
ッ
ト
以
上
由
一
犠
球
ヂ
緩
い
ジ
事
ケ
崎
市
新
栄
町
八
i
一

あ
な
た
の
呂
を
守
白
手
し
よ
う
@
〈
電
話
閉
山
ニ
一
O
一一

ou
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門

v
出、、

D
映
凶
Y
ィ
ル
ム
uu
上
映
静
簡
は
時
と
お
時
の
2
圏

登

十

一

湾

九

一

九

宣

告

3
時
間
以
内
、

7
日
以
内
。
「
長
く
つ
下
の
ピ
ァ
(
マ
リ
J

オ
点
マ
ロ
月
「
真
、
世
迩
帯
」
一

マ
そ
の
他
の
費
科
目
4
点
以
内
、
日
品
目
的
/
ト
V

「
に
げ
た
お
ひ
寄
せ
ま
」
〈
指
作
〉
監
督
山
茸
鐘
王
。
木
村
功
!

以

勾

金

〉

東

海

大

学

均

要

議

抽

出

合

官

民

義

毒

〈

一

章

一

年

〉

門

v
機
材
H
H
主
同
以
内
、

5
日

以

玲

演

マ

1
月

5
4
2」
(
幸
聞

き
y
院
議
白
揮
に
つ
い
毒
装
閥
会
員
一
言
〈
臼
〉
は
時
伊
〉
馨
東
灘
J

串
事
、
川

市
岬
開
会
伊
品
開
い
て
摺
得

υて
い
た
だ
い
文
主
映
胸
特
集
1
「
忍
ぷ
川
川
」
加
藤
組
主
演
J

(

一
九
六
O
年〉

て
い
ま
す
。
今
町
度
は
す
て
に
6
月

に

恕

践

小

者

キ

演

マ

2
月
「
五
番
町
タ
臨
時
楼
」
(
水
上

1
M
M
実
施
さ
れ
、

2
回
目
が

m万
幻
臼
マ
ヨ
ア
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
円
以
月
M
A百
数
回
皿
作
)
設
督
田
家
昇
降
c
佼
久
間
良

護
対

γ

フ
イ
ブ
一
ブ

D
L在
日
出
ミ
一
刀
品
目
だ
実
施
声
れ
ま
丈
〈
土
〉
日
時
ポ
ピ
ュ
ヨ
1
ベ
ス
ト
子
、
河
原
壁
一
部
主
調
1
2
九
人

間
四
フ
ィ
ル
ム
、

8
ミ一立挟日間
y
イ
ル

2
遡

務

の

休

銭

セ

ヨ

l
y
Y
1ズ
7

一一一時)

、
ス
ラ
イ
ド
等
白
資
制
枠
及
ぴ
時
ミ
一
日
特
別
整
理
期
間
と
l
Hて
、
図
欝
傑
D

マ
ζ
ど
も
快
圏
全
日
月
お
呂
(
臼
〉
一
引
マ
特
別
笠
潔
期
間
同
均
月

選
、
号
、
D
映
写
機
、
幻
長
帯
資
料
を
語
、
点
検
、
震
し
ま
す
む
均
時
と
同
時
新
著
フ
ィ
ル
ム
紹
介
弘
弁
。

9
8
(火
v
i一
覧
管

機
討
を
費
出
し
て
い
ま
す
。
で
一
、
次
の
期
間
体
織
し
て
い
ま
す
。
「
ぽ
〈
の
犬
キ
Y
F
」
「
彦
一
と
ん
ち
(
月
)

蓄
し
富
一
山
も
れ
る
の
は
平
雲
市
詰
月
号
臼

(
C
E延
長
臼
八
月
〉
ぱ
な
し
』
「
ク
マ
芝
居
マ
イ
ホ
よ
」
マ
経
過
月
曜
呂

重
量
、
学
校
、
全
町
内
会
な
お
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
言
ー
は
平
常
…
義
建
議

a
h

話

題

会

マ

祝

日

華

日

日

月

3
B
S

ヰ
ι貯
金
等
白
鴎
体
で
す
。
初
め
て
刻
戸
元
り
拍
貸
出
し
金
行
な
っ
て
い
ま
す
の
…
や
一
次
白
朗
自
に
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E吉島ぜ宮・ジフテ:17.曹長畿露呈

※寄月提書留しています。

霊童対銭。 1綴也、接種当臼に満 31J'月
て、 6か JJ未満の乳

病気号車の理由で受け

2裁にな

中馬むjゆ牧

神田小学校

金白公民館捺挟島公民

館

1月16日八幡小学校緋蹴公民

責宮

花ガ(lJゾ主全校
平塚市夜み司毘

1i!lノト苧校 時中央r袈協土

沢支所

t 28臼 器量生回公民館掛金町公

民 館

平若草市民セシ丘一

大野が学校

横内団地集会場

須費公民館松原公民館

重量対章表・満1才までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当日は

母子手北長をおれずに持ってきて4
ださい。

覇軍時間，午前 9 時30分~10街f3C分

10A25日 f木〉芭沢公民館

11月 1日 f木〉金f首公民館

'" 8臼ぐ木〉土屋公民館

ク 150(木〉笠間公民館

T 19日
，t 23日
It 24日

t 31日
2月 1日

'" 6日

'" 7呂

1草加す完了しへで、主差越

さ吉田に 1鋭の 3@1自の接鑓13から

1年の慰問をすぎて、 1年 61J'月
までの慰J( @])病気等の理由で

きをけられな11' った:t~}t!/;:上 2 年まで
¢路受げられます。

3潮。昭和49年 4月ノJゾ均史入学予

定の幼児伐&年10Aから49年 3月

の閣に受けてください。それ♀伊i
の期間にはさ是けられません。〉

豊富時隣・時3C分 ---15出ーまで。ただ

し器日]町会場は14m争----15時ロ
襲覇巡在望日華聾

むoJ寺3
26臼神田公民館八時公

29日 器技島公民館{]::ロ公民館

器陪j舵公民館

30日 花水公民館 r.H~t公民館

318 平塚市民

ヲ3
228 加公民館器J中央授紛土沢支

所須賀会民匁

268 平塚保健7:9T 搭主主m去民館

部金国主民自問

横内EJj対話薬会場 :td寺公民館

松原公宮

11月 1B ~菌重量公民館 t&公民館

※中央農協土沢三を:所

2臼 ï\~瞳公民主語 持金EE:2:.R;
館民豊田公民館

4少 5日平護保健所横内国地主詰

会話華 民主諸島公民館

'" 6日 大野公民館松原公工、二噌

神田公民館

.. 7 B 花水公E設宮金自公民館

);(匝官"公E恐官
'" 8 臼平塚市~苛院中原会民

官片向12 1 の 4主宰湖。藤田議

機にお勤めの加藤主主市さんぐ25)と

君子さん (26)花王主主持。現在5か月

で身長65宮、品主童丸。

開j君はとてもラ王宮、な子で、毎日揖

行認に乗って密密ι}【かけてf'b回って

いる。開j君のむきげんなときは、朝

のピンポンパンのテレピとお母さん

と近所の山に散揖に行くとき。それ

して18か月未満の乳幼!tt:(続181Jl

Rに主主しないうちに2回の服用を

すませるコ病気等の理由で受けら

れなかった人は、軍事3歳にならとE

いうちなら受げられます。

〈注) r下 明Jをしている人はかか

Iっつけの匪mDfこ初談してかE受け

こま

ユ/

争行事 互支水産物 '18き・耳切円品評会、

こ工業展、習J労青少年生活文化展、盆栽

浪、観光写真勾且;展、緑化ポスター展、

カナ2Jプ展、水産展、特産物卸売会、お

たのしみ金魚すくい、絞の相談窓、植ンポ

f!ヲ

φ子供みこしパレード '11/25 午 後1

持

@勤封感謝のつどい・Jl/23 t干前百時

市民セン丘一
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十重富@主主豊富申告詰童話滋量挙

事費巡回日程。 10月168E日中東金属工業 00時)/

208三輿製作所 00時J 勾大主工工業 03時 )/28 
日平塚三ライオジズクラブ f場所i日平塚郵便局腐っ

10時'/11月 3日中原地区自治会 o昨時)/10日大

東化学(10時 ) .平探車問前(131時)/15日横浜ト

ヨベ yト(l問時) .三夕刻む居E工業 03持J

E 一一一一号』一一一ー<>ーーー一ー

。。ど協力品留がとうございましたやく〉

重富士見地区自治金 1422官、三三葺差額熔 108官、神奈Z

11沖央交通話京、高浜高校S号本、平謹語訳書官21"2位、

E吉沢地広島治会本、土麗地区自治会29本
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